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『「公民的資質」とは何か
―社会科の過去・現在・未来を探る―』

菊　地　かおり※

本書は，「社会科の本質を逸脱することなく，社会科の可能性をどこまで拡げら

れるか」（p. 12）という課題に挑戦するものである。では，社会科の本質とは何

か。ここで出てくるキーワードが「公民的資質」である。本書は，公民的資質の

「過去」（第１章），「現在」（第２章），「未来」（第３章）を探っていく構成になっ

ている。

まず，第１章では「公民的資質の〈過去〉」として，学習指導要領にみる公民的

資質の変遷について整理がなされている。まず，「公民」は「市民社会の一員とし

ての市民，国家の成員としての国民という二つの意味を含んだことば」であるこ

とが確認されている（p. 19）。そして，市民や国民として求められる資質の中核

に何を据えるのかは，時代によって変化してきていることが示されている。また，

社会科においては「国際社会に生きる平和で民主的な国家・社会の形成者」の育

成が目的であり，公民的資質はその目標にあたるという（p. 10）。この目標とし

ての公民的資質の多様な解釈可能性を前提として，編者は第２章の執筆者に２つ

の課題を提示した。一つは，自分の言葉で「公民的資質」を定義すること，もう

一つは，理想とすべき社会科授業の在り方を学習指導案とともに提示することで

ある（p. 2）。

続く第２章では，「公民的資質の〈現在〉」として，12名の執筆者がそれぞれの

専門性を生かして公民的資質の定義を示している（p. 151の一覧表参照）。授業案

についても，小・中・高の学校段階が取り上げられ，また分野も地理・歴史・公

民にわたるなど多様な在り方が示されている。筆者の独断ではあるが，その定義

及び授業の在り方の出発点をどこに置くのかという点に着目すると，以下の３つ
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の立場に分けることができると考える。それは，①子どもの関心を重視する立場，

②現代社会の課題から出発する立場，③育成したい資質・能力を重視する立場で

ある。

まず，①子どもの関心を重視する立場からは，学習者の多様性（第９節）を踏

まえることが提起されている。特徴的なのは，「子ども自身になりたい市民像を選

択」（p. 114）させるという点である。この点については，編者によっても「子ど

もが決める社会科の未来」という提案がなされている（第３章第２節）。

次に，②現代社会の課題から出発する立場では，くらし（第３節），地域社会

（第５節），東アジア（第11節）など多様なレベルの社会における課題や，多文化

社会（第７節），民主主義社会（第８節），持続可能な社会（第10節）など目指す

べき社会の構築に向けた課題が中心に置かれている。

さらに，③育成したい資質・能力を重視する立場では，法的リテラシー（第１

節），他者との調整（第４節），新しい社会秩序の構想（第６節），社会連帯（第12

節），社会参画（第２節）が提起されている。その中で対照的だったのは，子ども

の行動を組織することを理想とするか（第２節），行動の直前までで留めるか（第

４節）という点である。ただし，「社会参画」という視点はどの定義にも含まれて

いるという（p. 152）。

これらの出発点の相違は，授業づくりにおける一つの重要な手がかりとなるだ

ろう。加えて，第２章の各節においては，子どもの関心，現代社会の課題，育成

したい資質・能力が相互に関連づけて論じられており，また，そこから提起され

る論点も多岐にわたっていて非常に興味深い。そのうちの一つに，社会科の固有

性を踏まえつつ，他教科・領域との連携をどのようにはかるかというものがある。

第２章では，道徳・特別活動（第９節），総合的な学習の時間（第５節，第12節）

と関連させた実践が紹介されている。このような連携はこれまで以上に図られる

べきであるとする一方で，「教科の特性を失うことがあってはならない」という点

も強調されている（p. 160）。加えて，これまでの社会科授業の課題として，コン

テンツ・ベース（内容中心）のカリキュラム，指導法，評価に対する問題提起も

なされている（第６節）。編者自身も学習指導要領改訂との関連において，コンテ

ンツ・ベースの学力観からコンピテンシー・ベースの学力観への転換（pp. 148－

150.）や目標・評価・授業の一貫性（p. 161）を踏まえることの重要性を提示して

いる。
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最後に，シティズンシップ教育を研究対象とする筆者の立場からは，「公民」に

含まれる二つの意味である「市民」と「国民」の間に生じうる緊張関係をどのよ

うにとらえるかという点に関心をもった。授業で現代社会の課題を積極的に取り

上げようとする際には，多様な利害関係者（ステークホルダー）が想定されるこ

とになる。すなわち，「誰」の立場で課題にかかわるのかということである。国際

社会に生きる「国民」（日本人）としてのみならず，日本という文脈を相対化する

ような「市民」のあり方について考える契機をもたらすような授業としては，例

えば，多文化的シティズンシップ（第７節）や東アジアに生きる市民（第11節）

が挙げられよう。

本書はそもそも社会科教育に興味のある若手教員に向けて，社会科の魅力を伝

えるために著されたものである（p. 165）。第３章では「公民的資質の〈未来〉」

について提案がなされているが，それは「教師が決める」ものでもある（第２節）。

本書で示された多様なアイデアは，公民的資質を自ら定義し，個性的な社会科授

業を生み出そうとする教員に向けた力強いエールとなるだろう。

【図書紹介・書誌情報】

唐木清志編著『「公民的資質」とは何か―社会科の過去・現在・未来を探る―』

東洋館出版，2016年，2,970円（税込）

－ 71－




